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が
、
今
臨
時
国
会
か
ら
来
春
に

か
け
て
目
白
押
し
で
あ
る
。

安
倍
政
権
の
《
日
本
復
興
計

画
》
は
、
「
世
界
で
一
番
企
業

が
活
動
し
や
す
い
国
づ
く
り
」

「
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り
」

で
あ
る
。
そ
の
手
始
め
が
今

“
成
長
戦
略
”
国
会
だ
。
安
倍

政
権
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
政
策
：

「
３
本
の
矢
」
は
、
異
次
元
の

金
融
緩
和
に
よ
る
株
高
・
円
安

誘
導
、
際
限
な
き
財
政
出
動
・

景
気
刺
激
、
そ
し
て
雇
用
・
労

働
分
野
の
大
幅
規
制
緩
和
に
よ

る
企
業
成
長
で
あ
る
。
公
共
事

業
対
策
→
財
政
赤
字
増
大
→
規

制
緩
和
構
造
改
革
→
賃
金
低
下

と
格
差
拡
大
→
デ
フ
レ
を
招
い

た
「
失
わ
れ
た
20
年｣

の
政
策
を
、

さ
ら
に
強
引
に
焼
き
写
し
た
だ

け
で
あ
る
。
こ
の
間
、
実
態
経

済
は
停
滞
し
た
ま
ま
、
大
企
業

内
部
留
保
は
増
大
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
の
国
境
を
超
え
た
カ

ネ
と
利
益
が
拡
大
し
た
。
そ
し

て
労
働
者
に
貧
困
と
格
差
の
拡

大
・
非
正
規
雇
用
の
増
大
を
も

た
ら
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
再

び
同
じ
政
策
を
押
し
通
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
世
界
経
済
全
体

が
出
口
な
き
苦
闘
を
続
け
て
い

る
中
で
は
、
更
な
る
混
乱
と
破

綻
が
待
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
だ

か
ら
こ
そ
、
安
倍
政
権
は
社
会

保
障
を
切
捨
て
、
震
災
・
原
発

災
害
の
復
興
を
置
き
去
り
に

「
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り｣

で

力
づ
く
で
も
押
し
切
る
準
備
を

始
め
て
い
る
の
だ
。
安
倍
暴
走

政
権
を
許
さ
ず
全
力
で
闘
お
う

衆
参
両
院
で
の
与
党
圧
倒
多

数
を
背
景
に
安
倍
政
権
の
暴
走

が
続
く
中
、
秘
密
保
護
法
を
皮

切
り
に
、
戦
略
特
区･

Ｔ
Ｐ
Ｐ
加

盟
・
労
働
法
改
悪
な
ど
労
働
者
・

国
民
に
と
っ
て
譲
れ
な
い
課
題

世
界
的
な
資
源
高
騰
と
円
安

誘
導
に
よ
る
物
価
上
昇
が
始
ま
っ

て
い
る
。
雇
用
の
不
安
定
化
、

賃
金
の
抑
制
、
労
働
条
件
の
悪

化
が
進
む
中
で
、
消
費
税
３
％

増
税
が
強
行
さ
れ
る
。
生
活
破

壊
が
目
の
前
だ
。

連
合
は
、
政
権
の
要
請
を
頼

り
に｢

１
％
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ｣

を

決
め
た
。
中
小
企
業
・
非
正
規

労
働
者
の
本
格
的
賃
上
げ
が
必

要
だ
。
闘
い
な
し
に
賃
金
は
上

昇
し
な
い
。
私
た
ち
は
増
税
・

物
価
上
昇
に
留
ま
ら
な
い
賃
上

げ
を
「
闘
い
」
取
る
。
未
組
織

職
場
で
は
、
追
出
し
部
屋
や
能

力
評
価
な
ど
に
よ
る
人
権
否
定

の
強
引
な
人
減
ら
し
も
進
ん
で

い
る
。
経
営
労
務
政
策
の
動
向

を
し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ
ク
・
規

制
す
る
闘
い
を
基
礎
に
し
て
、

生
活
実
態
に
基
く
大
幅
賃
上
げ

を
実
現
し
よ
う
。

14
春
闘
の
重
要
課
題
と
し
て
、

労
働
保
護
法
破
壊
反
対
、
脱
原

発
共
生
社
会
実
現
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
職
場
で
討
論
を
巻
き

起
こ
そ
う
。
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第
２
３
回
定
期
大
会(

東
京
品
川
）

12
・
13

派
遣
法
改
悪
阻
止
！
日
比
谷
大
集
会
へ
全
国
か
ら
結
集
し
よ
う
！

２
０
１
４
春
の
被
災
・
被
曝
３
周
年
福
島
集
会
・
東
京
中
央
大
集
会
へ
怒
り
の
福
島
～

東
京
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
組
織
し
よ
う
！

９
月
開
催
さ
れ
た
全
国
協
第
23
回
大
会
は
、
「
今
秋
か
ら
本
格
化
す
る
安
倍
政
権
の
安
保
集

団
自
衛
権
容
認
、
消
費
増
税
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
・
（
略
）
・
派
遣
法
の
骨
抜
き
等
労
働
ビ
ッ
ク
バ

ン
強
行
、
原
発
容
認
・
輸
出
策
動
な
ど
の
大
暴
走
は
、
必
ず
や
労
働
者
大
衆
の
怒
り
に
迎
え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
宣
言
し
、
全
国
か
ら
成
功
裏
に
活
発
な
討
論
を
締
め
く
く
っ
た

な
お
、

本
大
会
で
は
役
員
選
出
が
な
く
、
22
期
役
員
が
継
続
し
て
い
る
。

今
や
怒
り
を
組
織
し
、
闘
い
を
準
備
す
る
秋
で
あ
る
。
大
い
に
奮
闘
し
よ
う
！

13
年
末
闘
争
か
ら
14
春
闘
へ
！
帰
趨

を
決
す
る
６
ヶ
月
を
全
力
で
闘
お
う
！

スケジュール
★12/13（金）

23期第2回中央執行委員会

12:30より ＠新橋

★12/13（金）

労働法制改悪反対大集会

18:30より ＠日比谷野音

★12/14（土）

'14けんり春闘発足集会

13:00より

＠水道橋/韓国YMCA会館

★ 1/26（日）

各県代表者会議

14
春
闘
で
大
幅
賃
上
げ
を

勝
ち
取
ろ
う
！



が
「
常
用
代
替
防
止
を
破
壊
し

完
全
自
由
化
を
め
ざ
し
て
い
る
」

等
々
と
批
判
し
、
雇
用
ル
ー
ル

を
全
面
破
壊
す
る
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
粉
砕
」
を
訴
え
、
12
月
13

日
の
日
比
谷
野
音
の
全
国
集
会

を
呼
び
か
け
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
を
越
え
て
8
人
が
労

働
者
・
労
働
組
合
か
ら
の
発
言

を
次
々
に
お
こ
な
っ
た
。
最
後

に
、
「
安
倍
政
権
の
雇
用
破
壊

に
反
対
す
る
決
議
」
を
上
げ
た
。

ま
た
10
月
23
日
、
全
国
一
般

全
国
協
と
全
労
協
は
、
中
小
政

策
ネ
ッ
ト
、
全
港
湾
、
全
労
連

やM
I
C

（
日
本
マ
ス
コ
ミ
文
化

情
報
労
組
会
議
）
と
と
も
に
、

参
議
員
会
館
に
お
い
て
院
内
集

会
を
開
催
し
て
、
「
安
倍
政
権

の
雇
用
破
壊
に
反
対
す
る
共
同

ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
結
成
し
た
。

10
月
16
日
「
労
働
者
派
遣

の
規
制
緩
和
と
『
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
特
区
』
に
反
対
す
る
集
会
」

が
、
日
本
労
働
弁
護
団
の
主
催

で
、
御
茶
ノ
水
の
連
合
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
一
五
０
名

が
参
加
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
、
会
長
が
ま

ず
「
解
雇
特
区
粉
砕
の
た
め
の

闘
い
」
を
呼
び
か
け
た
。

労
働
弁
護
団
か
ら
の
報
告
と

し
て
、
初
め
に
水
口
幹
事
長
が
、

「
全
面
的
雇
用
ル
ー
ル
の
破
壊

が
進
行
し
て
い
る
」
と
訴
え
、

産
業
競
争
力
会
議
の
特
区
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
労
契
法
16

条
解
雇
無
効
の
適
用
除
外
を
狙
っ

て
い
る
等
を
指
摘
し
た
。
次
に
、

棗
常
任
幹
事
が
、
8
月
20
日
の

「
今
後
の
労
働
者
派
遣
制
度
の

在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
報
告
」
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「
福
島
を
忘
れ
る
な
！
再
稼
働
を
許
す
な
！
」

十
・
一
三

原
発
ゼ
ロ
・
統
一
行
動
に
４
万
人

被
災
地
を
観
て
・
聴
い
て
・
考
え
る

＝
福
島
／
宮
城

ス
タ
デ
ィ
・
ツ
ア
ー
の
ご
案
内

宮
城
合
同
労
組

安
倍
政
権
の
雇
用
破
壊
を
許
す
な

１
２
・
１
３

労
働
法
制
改
悪
反
対
全
国
集
会
へ

日
比
谷
野
音
、
午
後
六
時
半
よ
り

安
倍
首
相
が
「
日
本
を
世
界
で

一
番
企
業
が
活
躍
し
や
す
い
国
に

す
る
」
と
豪
語
し
て
、
労
働
法
制

の
規
制
緩
和
を
、
す
な
わ
ち
派
遣

の
全
面
解
禁
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
導
入
、
特
区

創
設-

解
雇
規
制
緩
和
な
ど
を
、

一
挙
に
推
し
進
め
よ
う
と
い
う
の

だ
。
断
固
反
対
し
て
い
こ
う
！

秋
の
気
配
が
強
ま
る
が
ま
だ
太

陽
の
日
差
し
が
ま
ぶ
し
い
十
月
一

三
日
日
曜
の
午
後
、
日
比
谷
公
園

か
ら
国
会
議
事
堂
周
辺
に
、
「
再

稼
働
反
対
！
」
「
安
倍
首
相
は
ウ

ソ
を
つ
く
な
！
」
な
ど
の
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
さ
よ
う
な
ら
原
発

一
千
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
・
原
発
を

な
く
す
全
国
連
絡
会
・
首
都
圏
反

原
発
連
合
の
共
催
で
、
午
後
一
時

か
ら
の
「
日
比
谷
公
会
堂
集
会
」
、

二
時
か
ら
の
「
巨
大
デ
モ
」
、
17

時
か
ら
の
「
国
会
前
大
集
会
」
の

連
続
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
一
般
全
国
協
の
仲
間
は

「
巨
大
デ
モ
」
か
ら
の
参
加
で
し

た
。
労
組
の
デ
モ
隊
列
が
最
後
尾

に
近
か
っ
た
せ
い
か
、
二
時
に
出

発
す
る
は
ず
の
デ
モ
が
四
時
近
く

ま
で
か
か
っ
た
の
は
驚
き
で
し
た
。

最
近
の
安
倍
首
相
の
汚
染
水

問
題
に
関
す
る
子
供
だ
ま
し
の

発
言
や
、
な
り
ふ
り
か
ま
わ
な

い
原
発
輸
出
策
動
、
事
故
責
任

者
の
不
起
訴
決
定
な
ど
を
糾
弾

す
る
怒
り
の
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
、

経
産
省
を
含
む
官
庁
、
東
京
電

力
に
向
け
一
時
間
に
わ
た
り
貫

徹
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
参
加
者
（
主
催
者

発
表
で
４
万
人
）
の
盛
り
上
が

り
を
見
て
も
、
脱

原
発
の
世
論
は
全

然
衰
え
て
い
ま
せ

ん
。
脱
原
発
社
会

を
労
働
組
合
が

牽

引
す
る
気
概
で
、

さ
ら
に
奮
闘
し
よ

う
！

（
東
京
東
部
労
組

古
澤
）

生きる！360頭の被ばく牛「希望の牧場」

（福島県浪江町） 宮
城
全
労
協
が
昨
年
始
め
た

「
ス
タ
デ
ィ
・
ツ
ア
ー
」
を
今

年
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

福
島
コ
ー
ス
で
は
、
牧
場
を

守
る
浪
江
町
の
牧
場
主
吉
沢
さ

ん
の
生
々
し
い
話
を
聴
く
こ
と

が
出
来
ま
す
。

宮
城
コ
ー
ス
で
は
、
多
数
の

生
徒
が
犠
牲
と
な
っ
た
大
川
小

学
校
、
学
校
と
同
じ
町
内
で
未

だ
海
水
が
引
か
な
い
長
面(

な

が
つ
ら)

地
区
の
様
子
な
ど
を

視
察
し
ま
す
。

「
原
発
事
故
収

束
宣
言
」
「
完

全
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
下
に
あ
る
」

「
復
興
は
着
々

と
進
ん
で
い
る
」

と
い
う
政
府
の

発
信
と
、
観
て
・

聴
い
た
現
実
を

是
非
比
べ
て
頂

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
城
県
産
か
き
の
出
荷
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
養
殖

に
復
帰
す
る
人
が
３
分
の
１

程
度
で
出
荷
も
激
減
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
私
た
ち
が
作

業
を
手
伝
っ
て
き
た
東
松
島

市
高
橋
さ
ん
が
育
て
る｢

長
石

の
か
き｣

は
順
調
に
成
育
し
て

い
ま
す
。
今
秋
は
震
災
後
初

め
て
の
出
荷
で
、
か
き
剥
き

の
補
助
作
業
を
お
こ
な
い
ま

す
。ツ

ア
ー
と
補
助
作
業
へ
参

加
希
望
者
は
ど
う
ぞ
当
組
合

に
連
絡
く
だ
さ
い
。



「

秘
密
保
護
法
」
に
反
対
し
よ
う
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10
・
25

Ｊ
Ａ
Ｌ
解
雇
撤
回
を
か
ち
と
ろ
う
！

控
訴
審
勝
利
に
向
け
一
八
八
五
人
が
結
集

十
一
・
二

中
金
労
働
組
合
50
周
年
記
念
大
会

第
33
回
大
鵬
薬
品
工
業
労
働
組
合
定
期
大
会

十
月
二
五
日
、
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
解

雇
撤
回
、
高
裁
勝
利
！
早
期
解

決
を
め
ざ
す
１
０
・
２
５
大
集

会
」
が
、
都
内
・
文
京
シ
ビ
ッ

ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
場

一
杯
の
一
八
八
五
人
が
参
加
し

て
熱
気
あ
ふ
れ
る
集
会
と
な
っ

た
。は

じ
め
に
、
上
条
弁
護
団
長

は
、
会
社
更
生
の
機
会
に
「
物

言
う
労
組
」
の
徹
底
排
除
を
狙
っ

破
っ
た
不
当
労
働
行
為
で
あ
る

と
い
う
核
心
点
を
突
き
出
し
て
、

早
期
結
審
を
さ
せ
ず
尋
問
を
実

現
し
た
こ
と
は
「
鉄
の
扉
を
打

ち
破
っ
た
実
感
」
だ
と
、
明
ら

か
に
さ
れ
た
。

客
室
原
告
団
長
の
内
田
妙
子

さ
ん
か
ら
は
、
年
内
結
審
・
三

月
判
決
と
い
う
中
、
「
不
当
判

決
に
倍
々
返
し
す
る
」
と
の
力

強
い
決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

世
界
各
国
か
ら
駆
け
つ
け
た

パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
のO
C
C
C

の
連

帯
表
明
も
あ
っ
た
。
パ
イ
ロ
ッ

ト
原
告
団
長
の
山
口
宏
弥
さ
ん

の
高
裁
勝
利
の
決
意
を
う
け
、

最
後
に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
大

斉
唱
し
て
感
動
的
な
集
会
を
締

め
く
く
っ
た
。

こ
の
た
び
、
中
金
労
働
組
合

は

二
○
一
三
年
十
一
月
に
満

五
○
歳
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

十
一
月
二
日
に
京
都
駅
近
く
の

メ
ル
パ
ル
ク
京
都
に
お
い
て
祝

賀
祝
賀
会
を
催
し
、
日
頃
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
上
部
組
織
、

地
域
の
ユ
ニ
オ
ン
、
組
合
員
、

会
社
管
理
職
、
歴
代
委
員
長
、

定
年
退
職
者
、
共
に
会
社
を
支

え
て
い
る
仲
間
に
声
を
か
け
六

七
名
の
参
加
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
現
組
合
員
は
、
七
割
強

の
参
加
者
で
少
し
残
念
で
す
。

平
賀
委
員
長
並
び
に
、
渡
辺

書
記
長
に
は
、
遠
方
に
も
か
か

わ
ら
ず
参
加
頂
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
事
前

の
準
備
不
足
も
あ
り
、
五
○
年

に
わ
た
る
組
合
の
歴
史
を
報
告

す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
現
組
合
員
の
半
数
以
上
が

勤
続
十
年
未
満
で
あ
り
、
近
年

の
活
の
活
動
し
か
知
り
え
ま
せ

ん
。

二
○
○
○
年
か
ら
始
ま
っ
た
、

派
遣
労
働
者
に
よ
る
新
規
事
業

か
ら
、
派
遣
労
働
者
の
社
員
化

に
続
き
、
そ
の
後
雇
い
入
れ
た

期
間
社
員
の
社
員
化
、
昨
年
に

は
長
年
勤
め
て
い
る
パ
ー
ト
労

働
者
の
雇
止
め
を
阻
止
し
、
全

体
集
会
を
持
ち
組
合
員
に
報
告

の
の
ち
、
団
体
交
渉
に
よ
り
会

社
側
に
通
告
し
有
期
雇
用
で
は

あ
る
が
組
合
員
と
し
ま
し
た
。

★
十
二
月
二
四
日

十
時
半
よ
り

客
乗
裁
判
・
口
頭
弁
論
（
結
審
）

★
十
二
月
二
六
日

午
前
中

パ
イ
ロ
ッ
ト
裁
判

執
行
部
に
も
若
年
層
が
参
加
し

て
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

二
○
一
三
年
十
月
五
日
（
土
）

午
後
一
時
よ
り
徳
島
ク
レ
メ
ン

ト
ホ
テ
ル
に
て
定
期
大
会
が
開

始
さ
れ
た
。

組
合
員
数
三
五
名
、
本
人
出

席
二
一
名
、
委
任
十
四
名
で
大

会
は
成
立
し
た
。

最
初
に
四
宮
委
員
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
，
多
く
の
来
賓
よ
り

連
帯
の
挨
拶
を
頂
き
、
二
○
一

三
年
度
活
動
報
告
・
会
計
報
告
・

運
動
方
針
案
が
提
起
さ
れ
、
一

括
し
て
原
案
が
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
後
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

新
役
員
は
世
代
交
代
を
図
り

新
中
央
執
行
委
員
長
に
田
辺
利

之
が
就
任
し
て
３
代
目
の
委
員

長
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
舵
取

り
を
と
る
事
と
な
っ
た
。
そ
の

他
執
行
部
も
若
返
り
を
図
っ
た
。

田
辺
新
委
員
長
は
就
任
の
挨

拶
と
し
て
「
組
合
員
は
職
場
で

一
般
社
員
の
模
範
と
な
る
べ
く

真
面
目
に
働
い
て
欲
し
い
」

「
組
合
活
動
は
対
外
活
動
も
大

事
で
あ
る
。
外
で
顔
繋
が
り
を

作
り
仲
間
を
多
く
す
る
事
が
会

社
の
攻
撃
を
抑
止
し
て
行
く
事

に
繋
が
る
の
で
。
各
自
が
協
力

出
来
る
範
囲
で
行
動
し
て
欲
し

い
」
「
私
個
人
の
意
見
を
通
す

の
で
な
く
て
、
み
ん
な
の
意
見
・

声
を
多
く
聞
い
た
上
で
最
終
決

断
を
し
た
い
」
と
３
点
の
要
望

を
述
べ
た
。

若
返
り
を
図
っ
た
大
鵬
薬
品

工
業
労
働
組
合
に
対
し
て
こ
れ

か
ら
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

●定期大会日程●

１１月１０日㈰ 東京東部労組第４０回大会 ＠カメリアプラザ・9:30～

きょうとユニオン第２６回大会 ＠下京いきいきセンター13:30～

洛南ユニオン第１３回大会 ＠南宇治コミュニティセンター

１１月１７日㈰ ユニオン北九州第１８回大会 ＠赤島公民館・12:00～

１１月２２日㈮～２３日㈯ 長野一般定期総会 ＠信州健康ランド

１１月２３日㈯ 全国一般・全労働者組合第４２回大会

＠築地市場厚生会館・13:30～
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会
津
の
労
働
者
は
孤
立
を
恐
れ
ず
闘
い
に
前
進
す
る
！

マ
ル
ヤ
ス
工
業
闘
争
で
、
本
社
社
前
闘
争
を
貫
徹
し
、

上
位
会
社
日
本
精
工
に
申
し
入
れ
行
動
を
お
こ
な
う

ふ
く
し
ま
連
帯
ユ
ニ
オ
ン

マ
ル
ヤ
ス
工
業
は
車
両
等
に

絶
対
必
要
と
さ
れ
る
ボ
ー
ル
ベ

ア
リ
ン
グ
を
製
造
す
る
工
場
で
、

会
津
地
域
に
２
ヶ
所
で
１
５
０

名
ぐ
ら
い
の
社
員
が
在
籍
し
て

い
ま
す
。
会
社
社
長
の
独
善
的

な
運
営
残
業
代
未
払
い
・
残
業

業
の
強
要
・
不
当
降
格
等
々
）

に
叛
旗
を
翻
し
数
人
の
社
員
が

組
合
に
加
入
し
て
団
交
を
開
始

し
た
の
は
２
０
１
１
年
２
月
か

ら
で
す
。

会
社
側
は
組
合
の
要
求
を
無

視
し
続
け
、
組
合
員
１
名
を
解

雇
、
別
の
１
名
を
降
格
の
上
、

出
社
停
止
に
し
ま
し
た
。

会
社
側
は
組
合
員
攻
撃
の
怪

文
書
を
全
社
員
に
ば
ら
ま
き
、

社
長
自
ら
社
員
を
集
め
組
合
敵

視
の
演
説
を
し
て
、
組
合
と
闘

え
と
社
員
を
先
導
す
る
始
末
で
、

圧
倒
的
な
組
合
圧
殺
体
制
が
出

来
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
れ
ら

組
合
員
の
圧
殺
攻
撃
は
組
合
員

が
裁
判
闘
争
に
立
ち
あ
が
っ
た

後
に
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
闘

争
は
泥
沼
化
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
道
は

本
社
工
場
の
社
長
に
直
接
訴
え

る
し
か
な
い
と
考
え
、
九
月
十

三
日
の
社
前
闘
争
が
行
わ
れ
、

神
奈
川
の
仲
間
も
参
加
し
て
組

十
一
・
九

米
軍
横
田
基
地
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
の

申
し
入
れ
と
抗
議
行
動
に
結
集
し
よ
う
！
！

七
月
三
○
日
に
、
米
太
平
洋

空
軍
の
カ
ー
ラ
イ
ル
司
令
官
は

記
者
会
見
で
、
新
型
輸
送
機C

V

２
２
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
先
と

し
て
、
沖
縄
嘉
手
納
基
地
と
東

京
横
田
基
地
を
配
備
先
と
し
て

い
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
２

０
１
５
年
に
配
備
す
る
の
を
日

本
政
府
と
協
議
し
て
い
る
と
発

表
し
て
い
る
。
極
め
て
危
険
な

動
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
米
軍
基
地
に
反
対
す
る
実

行
委
員
会
」
は
、
す
べ
て
の
米

軍
基
地
反
対
と
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
反
対
の
立
場
か
ら
横
田
基
地

と
基
地
内
の
自
衛
隊
に
対
し
て
、

申
し
入
れ
と
抗
議
行
動
を
午
後

一
時
半
に
、
青
梅
線
福
生
駅
に

集
合
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

多
く
の
組
合
が
積
極
的
に
参

加
頂
け
る
様
に
お
願
い
致
し
ま

す
。

実
行
委
員
会
事
務
局
長

大
森

進

ブ
ラ
ッ
ク
を
ホ
ワ
イ
ト
に
！

音
楽
教
室
講
師
の
若
者
た
ち
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
決
起

東
京
東
部
労
組
Ｅ
Ｙ
Ｓ
・
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
支
部

合
員
の
無
条
件
職
場
復
帰
が
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
当
日

は
取
引
関
係
に
あ
る
１
部
上
場

企
業
の
日
本
精
工
に
も
労
働
法

違
反
を
続
け
る
マ
ル
ヤ
ス
工
業

を
指
導
す
る
よ
う
要
請
文
を
手

渡
し
ま
し
た
。
組
合
圧
殺
の
攻

撃
と
闘
い
続
け
る
組
合
員
へ
の

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
株
）
Ｅ
Ｙ
Ｓ
・
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ

Ｅ
（
中
央
区
銀
座
・
吉
岡
秀
和

社
長
）
が
運
営
す
る
「
Ｅ
Ｙ
Ｓ

音
楽
教
室
」
の
講
師
た
ち
で
７

月
に
結
成
し
た
東
京
東
部
労
組

Ｅ
Ｙ
Ｓ
－
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
支
部

（
組
合
員
は
２
０
代
前
半
か
ら

３
０
代
の
若
者
た
ち
が
中
心
）

は
「
ト
イ
レ
に
も
行
け
な
い
」

ほ
ど
の
長
時
間
労
働
、
残
業
代

の
不
払
い
等
の
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

体
質
を
改
め
さ
せ
る
た
め
、
二

日
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上

が
っ
た
。

ラ
ッ
ク
企
業
を
許
さ
な
い
ぞ
！
」

と
抗
議
の
声
を
上
げ
た
。

組
合
は
今
後
も
、
長
時
間
労

９
月
２
１
日
、
Ｅ

Ｙ
Ｓ
銀
座
教
室
前
に

集
ま
っ
た
組
合
員
に

よ
る
楽
器
の
演
奏
も

含
め
た
ア
ピ
ー
ル
行

動
に
多
く
の
通
行
人

の
注
目
が
集
ま
っ
た
。

２
２
日
、
ス
ト
ラ
イ

キ
２
日
目
は
新
宿
駅

西
口
で
楽
器
を
演
奏

し
な
が
ら
ア
ピ
ー
ル

行
動
。
そ
の
後
、
Ｅ

Ｙ
Ｓ
新
宿
教
室
に
向

か
い
、
社
前
で
「
ブ

岩
国
行
動
２
０
１
３
へ
の
呼
び
か
け

働
の
是
正
等
、
働
き
や
す
い
職

場
を
求
め
て
闘
っ
て
い
く
。

「
岩
国
は
負
け
な
い
！
岩
国

で
勝
つ
！
」
闘
い
は
、
沖
縄
を

は
じ
め
米
軍
基
地
所
在
地
の
住

民
な
ど
、
有
事
法
制
―
安
保
体

制
下
で
苦
し
む
人
々
の
希
望
で

す
。オ

ス
プ
レ
イ
訓
練
強
行
へ
の

大
き
な
怒
り
が
全
国
で
巻
き
起

こ
る
中
、
岩
国
・
労
働
者
反
戦

交
流
集
会
は
今
回
７
回
目
を
む

か
え
ま
す
。

岩
国
連
帯
を
全
国
に
さ
ら
に

広
げ
て
い
く
た
め
に
、
参
加
・

賛
同
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

[開催要綱]

１１月３０日（土） 於・岩国市福祉会館

15:00～「アジアから米軍総撤収を！

岩国基地強化を許さない国際集会」

17:00～「2013岩国・労働者反戦交流集会」、ほか

１２月１日（日）

10:00～ 愛宕山見守りの集い、基地フィール

ドワーク、「消えた鎮守の森」上映会

12:30～ 岩国基地へ向けたデモ行進

14:00 終了予定


